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選定理由 

 

 

県内分布 

 

 

分 布 域  

 

 

生育環境 

 

 

現　　状 

タマカラマツ 
 

 

 

(祖母・傾山地) 

 

 

本州(近畿地方)，四国，九州(大分・宮崎) 

 

 

 

 

 

｢祖母・傾山地｣の標本はあるが，その生育地は把握されていない。 

　 
　 
キンポウゲ科 
Ranunculaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
IB

Thalictrum watanabei Yatabe

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

モミジカラマツ 
九州は分布の南限域。本県では「祖母・傾山地」にごく希に生育し，
個体数も少ない。谷沿いに生育するため，大雨による流失や植生遷移
による環境変化で，絶滅の危険性が高い。 
 
祖母・傾山地 
 
 
北海道，本州(北～中部)，四国，九州(大分・宮崎) 
樺太，アムール，ウスリー，ウダ 
 
低山地の渓谷辺。 
 
 
やや明るく開けた沢沿いの岩上に群生しているが，生育範囲は狭い。 
 
 
北方寒冷地植物。国定公園指定植物［祖母傾］ 

　 
　 
キンポウゲ科 
Ranunculaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

IB 
掲載なし 

Trautvetteria japonica Sieb. et Zucc.

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

オオバメギ 
分布域は偏在して狭い。県内の生育地は点在していて個体数も少ない。
低木のため，森林伐採や植生遷移の進行による環境変化が懸念される。 
 
 
英彦山・犬ヶ岳山地，九重火山群，(祖母・傾山地) 
 
 
本州(関東・中部・近畿地方)，四国，九州(熊本・大分・宮崎) 
 
 
低山地や山地の林内。 
 
 
低木のため，植生遷移の進行で衰退した生育地がある。 
「祖母・傾山地」の標本はあるが，その生育地は把握されていない。 

　 
　 
メギ科 
Berberidaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Berberis tschonoskyana Regel




